
 

 
〒574-0036 大阪府大東市末広町 1-301 ローレルスクエア住道サンタワー内 ※JR 住道駅南側高層マンション内 

TEL：072-869-6505 FAX：072-870-1405 E-mail：info@daito-across.jp  

H P：「大東 アクロス」で検索 開館時間：午前９時～午後１０時  休館日：第２木曜日  

お願い：文化情報センターには専用の駐輪スペースがございません。ご来館の際には公共交通機関をご利用ください。 

申込・問合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万博応援企画 

会場：大東市立文化情報センターDIC21 

定員：48人(未就学児はご遠慮ください) 

申込：7 月 6 日（日）より 

 (30分前開場) 

8月23日  

  10時30分～ 

2025 年 

上映後に Expo2025 の 

情報交換を目的とした 

おしゃべり会を開催します。 

（30 分程度・自由参加） 

芸術家・岡本太郎が制作した１９７０年大阪万博 

のシンボル「太陽の塔」のドキュメンタリー。 

高度経済成長期の中、「人類の進歩と調和」 を 

テーマに制作された塔の背景や岡本氏の思いを、 

多角的な証言とインタビューで掘り下げます。 

（上映時間 112 分） 

© 201８映画 『太陽の塔』 製作委員会 
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会場ご案内図 

ご来場のお客様へ、お願いとご案内 

当センターイベント参加時には感染症予防対策のため、以下を推奨しています。 

●マスク着用  ●会場入場時の手指のアルコール消毒  ●ご自宅での検温等の体調確認 

※会場は生涯学習センターアクロスではなく、文化情報センターDIC21 です。 

解説・あらすじ 

上映後に Expo2025大阪関西万博の情報交換を目的とした 

おしゃべり会を開催します。（30分程度・自由参加） 

巨大モニュメント「太陽の塔」のドキュメンタリー。 

 日本中が高度経済成長に沸く中で、「人類の進歩と調和」をテーマに掲げて開催された大阪万博。

岡本太郎は、異彩を放つ約 70メートルの塔にどんな思いを込め、何と戦い、作り上げたのか。 

当時、岡本太郎の周辺で太陽の塔の事業に関わっていた人びとの証言、さまざまな分野の専門家

やアーティスト、クリエイターのインタビューなどによって、岡本太郎からの、そして太陽の塔からの

メッセージを検証していく。 

監督は安室奈美恵、AKB48、Mr.ChildrenのMVや数々のCMを手がけ、 

公募によって選ばれた映像ディレクターの関根光才。 

 

1970年に開催された大阪万博のシンボルとして芸術家の岡本太郎が制作し、万博終了後も大阪 

のシンボルとして愛され続け、2018年 3月には 48年ぶりに内部の一般常時公開も始まった 


